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コ・ブーリオ（Lodovico Buglio）は、ラテン語 oeconomica を「斉家」と翻訳した
3
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　クセノフォンは Oikonomikos で、「oikonomia が episteme の一分野を指す」としながら
も、techne のような専門的言説になることを目指した。Episteme は knowledge と翻訳さ
れる。Techne は art と technology の語源であり、技芸と翻訳される。「経済之術」の
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economy の語源であるクセノフォンの Oikonomikos が意味する家庭管理論に相応しい
「家政」などの漢語が早くから使用されたことは注目される。『大学』ではすでに家庭を治
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　紀元前 4 世紀前半に、ギリシャのクセノフォンは家庭管理論の著書である Oikonomikos















































































学が初めて流入する 19 世紀後半でも、両者の概念差は小さくはなかった。紀元前 91 年に





































































　ロビンズ（L. Robbins）が 1932 年に発刊した『経済学の本質と意義』（Essays on the Nature 
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生の標語を掲げた。マーシャル（A. Marshall）は 1890 年に出版した『経済学原理』
（Principles of Economics）において、経済学とは「厚生に必要な物質の獲得と利用に密接に
関連する個人的・社会的行為（individual and social action which is most closely connected 
with the attainment and with the use of the material requisites of wellbeing）」を研究する学問
であると定義したが、この定義は「利用厚生」の概念に通じる。しかしながら、利用厚生
は有力な訳語として取り上げられず、1870 年に制定された日本の大学規則に、利用厚生










































āmed al-Ghazālī, 1058―1111）の主著に、al-Iqtisād fi’l-I’tiqād （The Gold-









。彼に影響を与えたアリストテレスは Ethica Nicomachea において
中庸の原則を重視したが、それは消費および分配的正義のような経済的領域にも適用され
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は神の祝福を受ける資質と評価されており、興味深い。
　イスラム世界は 19 世紀後半に西ヨーロッパの強力な衝撃を受けて、al-Nahda という文
化復興期を迎えた。その中で近代経済学が導入され、iqtis
4










は、近代ヨーロッパ語の概念の翻訳で資産になった。例えば、10 世紀にミスカワフ（Abu ’Ali 
Ahmad ibn Muhammad ibn Ya’qub Ibn Miskawayh, 932―1030）が Ethica Nicomachea を Tahzib 




Political economy または economics という概念は、いずれも古代ギリシャ語から進化し
たものである。ところが、ギリシャの学問を真っ先に学習し、翻訳してヨーロッパへ伝え
たイスラム世界では、economy の語源を収録したアリストテレスの著書も早期に翻訳し









　Political economy または economics のサンスクリット訳語は、インド古代の国家管理
論を集大成した Arthashastra という書名に由来する。Arthashastra はマウリヤ（Maurya）
帝国（紀元前 321―185）の初代首相であるカウティリヤ（Kautilya）の著作として知られて
いるが、紀元前 4 世紀～紀元後 2 世紀にかけて現存したテキストで作られたとみるのが通








。そのような点で arthashastra は漢語の「経済学」よりも politi-
37　 L.N. Rangarajan. Kautilya: The Arthashastra. Penguin Books India, 1992, p. 100; Romila Thapar. Early 
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（Muhammad Iqbal, 1877―1938）は、最初の著書として「経済学研究」という意味の Ilm Al-







　Arthashastra という著作が 1904 年に再発見されて以後、この書名は political economy
ないし economics の訳語となって、その支持者を増やしていった。漢字文化圏とインド







　興味深いことに、漢字文化圏およびインドで採用された political economy の訳語の語
源は、近代経済学が成立する以前の political economy の意味と相通じるものであった。
紀元前 4 世紀前半にギリシャのクセノフォンは、家庭管理論の Oikonomikos を著述し、





India: From the Origin to AD 1300. University of California Press, 2002, pp. 52, 184―85.
38　 T.N. Ramaswamy. Essentials of Indian Statecraft: Kautilya’s Arthashastra for Contemporary Readers. 
New Delhi: Munshiram Manoharlal Publishers, 1962, p. 1.












。この枢軸時代の後半部に、地中海世界では Oikonomikos という著書と politike oiko-
nomia という用語が、インドでは Arthashastra という著書が出現した。クセノフォンの
Oikonomikos は、メソポタミア文明を継承したペルシアの国家管理術の影響を受けた。中











　このように political economy とその翻訳語だけをみても、ヤスパースのいう枢軸時代
は概念の原型が形成された時期である。そのように成立した概念は、コゼレック










会の成立という条件は、16 世紀から 18 世紀のヨーロッパ近世（early modern）において
整えられた。
39　 Shmuel N. Eisenstadt. “The Axial Age: The Emergence of Transcendental Visions and the Rise of 

































立しなかった東アジアが、アダム・スミスの political economy に相応しい分析的概念と
しての漢語をもたなかったのは当たり前であるが、新古典学派の概念に近い漢語として
「理財」があり、マーシャルの定義に近い漢語として「利用厚生」がある。このように、
東西間の概念の発達水準には格差があるものの、東アジア三国、特に日本は近代の概念を
消化し、訳語を迅速に生み出し、普及させる文化的力量を蓄積してはいた。概念史研究に
おいては、このような両面性を認識する必要があるだろう。
